





































れた｡ 年月にようやく行われた人口センサスは, ソ連邦崩壊後の, 領土縮小, 国内移






は, センサス実施前後数回に亘って行われた ｢世論基金｣ (ФОМФондОбщественоеМнен


















































④ 軍人養成学校学生は家族との同居者と見做され, 一時不在者として扱われる｡ すなわち, 軍事施設
の定住者と見做されない｡

















用された調査票は種類あり, それぞれП票, К票, Д票, В票), と呼ばれる｡ それぞれの
調査票の質問項目をみる｡
П票
П票 (表) とП票 (裏) とから成り, どちらも全く同じ内容である｡ 主として住宅条件に
関する項目が次のように配置されている｡
住宅のタイプ, 築年, 材質, 面積, 部屋数, 広さ, 設備 (電気	ガス	暖
房, 上下水道, 温水, 風呂, シャワー, 等)
К票
К票 (表) とК票 (裏) とがあり, 内容は全く同じである｡ 世帯員属性に関する次の質問
項目が並んでいる｡
世帯主に対する続柄, 性別, 生年月日, 婚姻関係 (既婚, 未婚, 離婚, 死別),




Д票 (表) の質問項目はК票と全く同じである｡ 従って調査員は同じ内容の票を度重複









性別, 生年月日, 出生国, 定住国, 国籍, 民族属性, ロシア滞在目的
また調査を受けた住所も併せて記入される｡
これらの調査票のうちП票, Д票の表面, К票, とが次のような例外を除いてすべての定住










民族等を対象とした調査には, Д票だけが用いられる｡ ホームレス, 孤児院などにおける集団






















































第巻 『民族構成, 習得言語, 国籍』 
	
民族属性別の, 年齢構成, 婚姻状態, 出生数, 収入源, 等が示される｡












歳から歳までの人口が, 産業部門別, 年齢別, 学歴別, 就業形態別, とにおいて示される｡
第	巻 『国民の雇用』 %





第巻 『国民の住宅条件』 & 
住居の種類, 部屋数, 平均面積, 築年, 材質, 等が示される｡
第巻 『出生』 '











都市部と農村の人口について, 年齢構成, 性別構成, 婚姻状態, 教育水準, 民族属性, 習得言語,




ついて, ロシア国家統計庁による総括, 調査に実際に携わった調査員等の証言, 各種論説や報



























) 調査員が出勤しなかった調査区があったのは次の共和国, 州, 都市, とであった｡ すなわち, アル
タイ州, ダゲスタン共和国, スタブロポリ, クラスノヤルスク, ハバロフスク, ウラジーミル, ボロ
グダ, イルクーツク, カリーニングラド, カムチャツカ, コストロマ, モスクワ, ムルマンスク, ノ
ボリビルスク, トヴェチ, サマラ, サハリン, チュメニ, チェリャビンスク, チタ, モスクワ, サン
クトペテルブルグ, とであった｡ 	
) 
調査が行われた｡ 動員された調査員は万人超であり, 内務省部隊が調査員の安全, 調査票の
輸送, 事務所の警備, とに協力する厳戒態勢のなかで調査が進められた｡ ロシア国家統計庁に
よると調査票は無事にモスクワへ届けられたという)｡
ところで, 調査結果によればチェチェン共和国の人口は約万人)と示されている｡ 調



















































このような場合, 被調査者に関する情報が, 住宅管理事務所記録 (ДЭЗДатаЭксплуата
цииЗданий) の住人名簿から転記されたという)｡ しかし住人名簿から転記できたのは, 性























































































尋ねることはなく ｢ロシア人｣ と記入したし, 収入源に関する項目については ｢あなたは働い
ていますね｣ といっただけで調査票に何かを記入していた｡ また, これまでの出産数について





女の子の母親が歳である｣ とか, ｢歳の女性に歳の息子がいる｣ といった続柄に関す
る多くの誤りがあったという)｡
調査員の能力不足に起因する誤記だけでなく, 被調査者の誤解や利害に起因する誤記も多かっ































































報告書のタイトルは ｢モスクワでは人に人が調査に応じなかった｣ である｡ タイトルが
示すように, 調査を受けなかったと回答した人々は次のような割合になった｡





































正しく答える ％ 隠蔽する ％ わからない ％
｢あなたの知人は質問に正しく答えると思いますか｣








































































































おいて, 多くの国民は調査から逃れることを選択したようである｡ この背景には, 権力に対す
る国民の根強い不信が歴史的に形成された, というロシアの特殊な社会事情がある｡ 権力から
自分に関する情報を隠そうとする傾向は, ソ連時代における様々な不幸な歴史的事件によって
国民の心理に植え付けられた, 遺伝子的特徴であるという指摘がある)｡ 強制移住, 富農撲
































政記録が劣化した理由は, 国内移住の自由化, 不法滞在外国人の増加, 出入国管理の簡素化,
とであるという｡ 近年のロシアにおいて, 出生と死亡など人口の自然的変動の全てを行政記録





















第二に, 結果数値が改ざんされる可能性がある｡ 第節において見たように, 年セン
山 口 秋 義
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ラジオ ｢モスクワのエコー｣ で年月日に放送された,
ロシア国家統計庁人口統計保健統計課長ズバルスカヤの発言｡
) 	
) 	
サスの際, 調査票が改ざんされた多くの事例に関する証言があり, また集計結果が政治的恣意
によってあらかじめ決められていたのではないかという疑義が示されている｡
年月, ロシア国家統計庁は大統領府直属機関からロシア経済省付属機関として移管
された｡ 経済省は経済政策の実施に対して責任を負う組織であり, ロシア国家統計庁はその成
果について調査する組織である｡ 統計組織が経済政策実施機関へ従属することによって, 統計
組織の政治的中立を担保することはできるのであろうか｡ 調査結果の改ざんに関する先の指摘
と併せて危惧される点である｡
調査環境の悪化が進む中で, センサスの実施が今後も可能であるのか注目される｡
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ロシア人口センサスの新たな展開
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